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1. はじめに 
バレーボールのスカウティングシステムとは，試合中の情

報収集，分析をリアルタイムに行うソフトウェアである．近

年，全日本女子チームの眞鍋政義監督は、アナリスト（分析
家）が“Data Volley”を利用して分析した結果を iPad で閲

覧し，選手に指示を出していた[1]．ロンドン五輪で銅メダ

ルを獲得するなど，近代バレーボールにデータ分析は必須で
ある．しかし，既存のスカウティングシステムは高価で，操

作が難しいため，一般のバレーチームでは簡単に使うことが

できない．そのため，本校男子バレー部では紙の表に手書き
で情報収集と分析を行うなど，各チームで工夫して試合分析

を行っている．  

そこで本研究では，これまで開発してきたスカウティング
システム“Touch Volley”[2]を iPad 上で動作できるように

実装を行った． 

 
2. Touch Volleyの概要 
“Touch Volley”は，1 人で 2 チームの試合データを入力

し，リアルタイムに分析することを重視したシステムである． 
図 1 にシステムに搭載する機能を示す．まず，ユーザは試

合データを入力するか，過去の試合データを閲覧するかを選

択する．試合データを入力する際には，画面に配置された選
手ボタンなどをタッチしながら試合データに入力していく． 

入力したデータは試合後に保存することができ，各セット

の情報と，全セットを統合した情報をまとめた試合データと
して閲覧することができる．  

 

図 1 システムの機能  

 
3.  試合データの入力機能 
チームデータの設定後，図 2 に示す試合データ入力画面へ

移動する．試合データ入力画面では，サーブをラリーの開始
として，サーブ，サーブレシーブ，スパイク，ブロック，ミ

スについてデータを入力する．まず，サーブレシーブを行っ

た選手をタッチし，その結果を成功か失敗で評価する．次に，
ラリー中にスパイクを打った選手がいればその選手をタッチ

し，ブロックをした選手がいれば，画面の中央に表示される

「ブロックボタン」をタッチしてから選手をタッチすること
で，各行動を記録できる．各行動の入力は，ラリーの終了ま

で行い，ラリーが終了した場合，どちらのチームに得点が入

ったかを記録することで，次のサーブに移る．このように，
試合の流れに沿って選手をタッチするだけの簡単な操作で試 

合データを記録できる．  

 

図 2 試合データ入力画面 

 
4． リアルタイム分析機能 
試合データ入力中に「分析ボタン」を押すことで，図 3 に

示すリアルタイム分析画面へ移動する．リアルタイム分析画

面では，試合データとして，両チームの獲得セット数や得点，
各選手のサーブなどの行動回数，入力したデータから算出し

た成功率やミス率などの効果率をまとめた表形式のデータを

閲覧することができる．これらの詳細な情報は，相手チーム
の弱点や自分チームの傾向，選手の調子などの分析に利用で

き，分析結果から戦略の組み立てや選手への指示を出すこと

ができる． 
 

図 3 リアルタイム分析画面 
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